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わらぺは見たよ　可憐なばらを
荒れ野のばらを
　　すが若く清やかな美しさ
まじかく見んとかけよって
わらぺは見たよ　喜びあふれ
ばら　ばら　紅ばら
荒れ野のばらよ
Sah　e三n　Knab’ein　R6s1ein　stehn，
Rδslein　auf　der　］≡｛eiden，
War　so　ju㎎md　mo工gensch6n，
Lief　er　schneu，es　nah　zu　sebn，
Sah，s　mit　vie1en　Freuden．
Rδs1ein，ROslein，R6slein　f0t，
Rds1ein　auf　der　Heiden。
わらぺは言った　おまえを折るよ
荒れ野のばらよ
野ばらは言った
いやです。あなたを刺します
あなたが私を忘れぬように
ばら　ばら　紅ばら
荒れ野のばらよ
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DaB　du　ewig　denkst　an　mich，
Und　ich　wi11’s　nicht1eiden．
ROs1ein，Rδslein，Rbslein　rot，
ROs1ein　auf　der　Heiden．
だけどわらべは折りました
野に咲くぱらを
ばらはふせいで刺したけれど
嘆き　叫びのかいもなく
　　　　　　　吉だめばらは折られる運命でした
ばら　ばら　紅ばら
荒れ野のばらよ
Und　der　wilde　Knabe　brach
’s　Rdslein　auf　der　Heiden；
Rδs1ein　wehrte　sich　und　stach，
Ha1f　ihf　doch　kein　Weh　md　Ach，
MuBt，es　eben　leiden．
Rbs1ein，Rδs1ein，R6slein　rot．
Rδs1ein　auf　der　］1｛eiden．1〕
この「野ばら（Heidenr6slein）」の詩はシュ
トラースブルク遊学時代のゲーテがヘルダー
（Joham　Gottffied　Herder）のすすめもあっ
て，エルザス　（E1saB）地方に残る民謡の蒐集
をしていた折りにみつけた一編の民謡が下敷き
となってできた詩で，このわらぺ（der　Knabe）
がゲーテ，野ばらがフリーデリケ・ブリオン
（Friederike　Brion）であることはまちがいが
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ない。エルザス地方の片田舎，ゼーゼンハイム
（Sesenheim）にみつけた可憐・素朴な野ばら
　虫ぽと思しき少女フリーデリケ・ブリォンとの喜び
にあふれた出会い，そして何ケ月かの愛の交換
の臼々一，それにも拘らず，やがてその恋人
の許を立ち去らざるをえなかったゲーテの苦
渋，割り切れぬ思い，哀切の思い，彼女への負
い目（Schuld），そういったものがない交ぜに
されつつ，さりげなく，哀惜の思い豊かに表現
されている。その素朴な詩の調べがかえって哀
切の思いへと人をさそう。
　しかし，現実のゲーテはフリーデリケ・ブリ
オンとの出会いと別れを仰々しくは語らない。
悲しいが，しかしかけがえのない美しい思い出
として心の奥底にとどめようとするかのよう
に。彼女との出会いと別れを叙述した『詩と真
実（Dichtu㎎und　Wahrheit）』においてもそ
の口調は意識的に抑制されたものとなってお
り，その思い出をいとおしみつつ，なお口にす
るのを思いはばかるかのように，その語り口は
ためらいがちに，その別れの言己述すらも極めて
淡々とさりげないものとなっている。r詩と真
実』においては，
　このような衝動と混乱の中にあっても・
しかし私はもう一度フリーデリケと会わず
にはいられなかった。それは辛い日々であ
った。その思い出は私にはもう残ってはい
ない。私が彼女に馬から手をさしのべた
時，彼女の眼には涙が浮かんでいた。私は
胸ふさがれる思いがした2〕。
という別れの記述にとどまっている。
　しかし心の傷跡は意外に深く，一人の少女の
犠牲を通してゲーテの心の中には終生はなれる
ことのないわだかまりが，割り切れぬ，釈然と
せぬ思いが残る。心をこめて愛情をかたむけあ
ったその恋人の許を，その幸福な何ケ月かの日
々の後に後髪ひかれる思いで立ち去らざるをえ
なかったその不合理が癒やし難い一つのわだか
まりとしてゲーテの心の中に痕跡をとどめる。
　しかし事あるごとにゲーテはζのフリーデリ
ケ・ブリオンとの幸せな愛の日々の思い出へと
帰？てい㍍E・シュタイガー（Emi1Staiger）
がいみじくも表現しているように，それはrそ
れ以後，運命の浮き沈みや一切の苦悩と辛苦の
彼方にあって，ゲーテの人生を揺らぐことなく
支えることになるあの幸福な愛」3〕の日々であ
っれこの牧歌的な，畢寛するに極めて幸せで
あったフリーデリケとの愛の体験が，しかし幸
福な体験として以上にゲーテのその後の人生に
決定的な意義をもつことになる。
　木村謹治氏はその著r若き「ゲーテ」研究』
の中で，ライプツィヒ時代から，第二次フランー’
クフルト時代，シュトラースブルク時代；第3
次フランクフルト時代にいたる若い時代のゲー
テについて，こう総括しておられる。即ち，
「此の期間は，彼の長い生涯においては，その
一小部分を占むるに過ぎないけれども，しかも
ゲーテの全存在に対しては，極めて重大な意義
をもつものである。即ち彼の天才が初めて大地
にその蕊芽を出して，大気の中に生命の呼吸を
営み始めた天才覚醒の初発的階梯である。彼の
有機制は，与えられた一切に反応して，如何に
新鮮に澄刺として動き始め，如何に目覚しき成
長の光景が展開せられたかは，他の如何なる時
代にも見られないものである。従って彼の天才
性がその最も鮮明なる形相において提示せられ
る時代である。故に若し彼の天才性を此の時代
において究明し・彼の生活体験，彼の創作活動
を観察することによって，彼の生命の独自性を
把握することができるならば，それは『全ゲー
テ』のr根本現象』を直観し得たというも必ず
しも誇称でないと思う」4〕と。このことはとり
わけフリーデリケ体験（das　Friederike－er1eb－
niS）についてあてはまる。ゲーテの根本現象
（Urph直nomen－Goethe）がここに始まる。ゲー
テの文学が決定的な茄芽を見せ始める。それま
でのゲーテの自らのうちに培ってきた知的教
養，精神の粉飾をかなぐり捨てて，これ以後，
赤裸々なゲーテが，自らの生命の律動を直載に
表現するゲーテが立ちあらわれる。ゲーテ自身
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にゲーテ的な魂の鉱脈の発見を促した女性，そ
れがこのゼーゼンハイムの恋人，フリーデリケ
・ブリオンであった。一人の少女の犠牲を通し
て，ゲーテ的なものが発火し，覚醒したという
意味において，或いはそれを通してゲーテ的な
るものの一切がそこから生じてくる創造の源泉
が形成されたという意味において，フリーデリ
ケ体験はゲーテにおいて決定的な意義をもつに
いたる。そしてこのゼーゼソハイムでの何ケ月
かは，ゲーテにとって最も輝きにみちた，憂え
ることを知らぬ，青春の力の予感にあふれた日
々の記念碑としてゲーテの一生に忘れ難い印象
をとどめる。
ニライプツィヒ時代との決別
　フリーデリケ体験の意義を語るためには，そ
れ以前の未だゲーテが自らの固有の内的世界を
発見していない，自らの魂の鉱脈を発見してい
ない，克服されるべき非ゲーテ的な時代，ゲー
テのカ・なり長い青春の困迷の時代について語ら
なければならない。それは当初は希望にみちて
はいたが，やがては幻減と失意に終らざるをえ
なかったゲーテにとって初6ての異郷での学生
生活の時代，いわゆるライプツィヒ時代に他な
らない。
　今～”バ蒔代，毛ん沁と台そゼ・拙ら
ば，ゲーテにとって批判（Kritik）の時代であ
り，．解体の時代である。フランス風の啓蒙主義
（Aufk1射u㎎）の支配的なライプツィヒ大学で
の遊学時代に，ゲーテがそれまでに自らに培っ
てきた思考法（Denkweise），想像力（Einbi1－
du㎎skraft），感情（Ge地b1），更には郷土的な
性格（veter1直ndischer　Charakter）すらもが，
フランス風の啓蒙思想の根幹をなす批判の精神
によって解体を余儀無くされる5〕。彼の生まれ
育った上部ドイツの方言すらが，フランス風に
洗練された都会，当時「／」v“リ（K1ein－Pafis）」
とよばれたライプツィヒの住人達にその粗野が
なじられ，非難される。しかし方言こそが魂の
いぷきであるにも拘らず，それがなじられ，否
定されることによって，彼は自らの表現手段と
しての手足をもがれる。ゲーテはこの当時をふ
りかえって『詩と真実』の中でこのように記し
ている，即ち，「私が青春固有の熱心さをもって
かちえたこれら一切のものを私は失うはめにな
った。私は心の内奥において麻卑したような
（para1ysiert）感じがして，私はごくつまらな
い事柄についてもどう表現したらよいのかほと
んどわからないというありさまであった」6〕と。
　しかも当時のライプツィヒ大学の講義はゲー
テにとって魅力に富んだものとは言い難く，当
時の彼の心の空隙を埋めるに足るものではなか
った。彼が専攻する法律の分野においてすら，
彼が父親の許でなん度もくり返し学び，永久に
記憶にとどめたことをあらためて学び直すとい
う程度の範囲を出るものではなく，入学まもな
くにして彼は法律の講義の教室に足をふみ入れ
ることをしなくなった。更にゲーテはひそかに
期待をもって接した当時名声の高かったゲラー
トの文学もゴットシェットの文学も青春固有の
性急さをもって真実なものを追い求めるゲーテ
の情熱の欲求を満たすに足るものではなく・そ
れはすでに生命の掴渇した時代遅れの老人の文
　　　　　　　　　　　　　はやり学であった。その他当時の流行の文学もまた，
ただ華美と外観だけを競う薄っぺらな内容のな
い独自性（Originalit直t）と性格（Charakter）
．を欠いた模倣品ばかりであった。哲学，いわゆ
る当時はやりの講壇哲学（Schu1phi1osophie）
はごく常識的な見解の範囲を出るものではな
く，有果（fruchtbar）たらんとする青年達の精
神に何ら稗益し，それを啓発する（aufk1昼ren）
に足るものではなかった。論理学にいたって
は，ゲーテにとってそれまでたやすくやっての
けていた精神の操作（Geistesoperationen）に
いちいち検討を加え、分解してかからなければ
ならないという面倒な精神の足伽を背負いこま
せる以外の何ものでもなかった。後に『ファウ
スト（Faust）』の中でゲーテが論理学をメフィ
ストーフェレス（Mephistopheles）をして中世
の拷問道具である「スペインの長靴（spanische
Stiefe1n）」ηにたとえて都楡せしめているのは
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この当時の彼の憤まんを代弁するものに他なら
ない。神学もまた当時の啓蒙主義の批判にさら
されて，いわゆる自然理性の光に照らされて見
る影もない薄っぺらなものとなり，その多くは
いわゆる自然宗教（nat也r1iche　Re1igion）の範
囲を出るものではなく，世俗化の波にあらわれ
て，それは神霊のいぷき（dergδtt1iche　Geist）
を生き生きと伝えるものではなくなっていた固〕。
　クルト・ヒルデブラント（Kurt　Hi1debran－
dt）は，「ゲーテは15才にして理性的な啓蒙主
義と学問上の専門主義の精神を（den　Geist
der　fationa1en　Aufk1盆rung　und　des　wissen－
schaft1ichen　Spezia1istentums）本能的に拒否
する」9〕にいたると言っている。ゲーテは入学
まもなくにしてその鋭利な精神によって当時の
大学を支配するうつろな内容のない精神の荒廃
をいちはやく嗅ぎとり，人生の黄昏を迎えたフ
ァウストさながらに諸学に絶望する。この時代
全体を回顧して，彼の精神状況のみならず，当
時の彼をとりまく時代状況全体を彼は「味気な
く冗長でうつろな時代（die　w直Brige，weitsch－
weifige．nu11e　Epoche）」1ωと呼んでいる。
　このような時代の第2の特徴をあげるなら
ば，それは不毛，無果（Unfruchtbarkeit）と
いうことになろう。ライプツィヒ大学での生
活，それはゲーテにとって不毛以外の何もので
もなかったo．
ライプツィヒでは，学生が多少とも裕福で
礼箪をわきまえた人達とつきあおうとする
　　　　ガラントならば，態慈にならざるをえなかった。い
　　　　　　　　　　ガランテリーうまでもなく，すべての感慈さは，それが
はるかに大きな生活様式の成果として咲き
でてくるのでないならば，姑一寝、で堅苦しい
ものとならざるをえず，又，’或る視点から
みるならば，愚かなものとして眼にうつら
ざるをえないものであるn〕。
ライプツィヒの文化のすべてが，フランス文化
の猿真似（Nach射ferei），型にはまったものと
して，ドイツ文化の独自性を欠いていた。その
風俗的な粉飾が懸慈さ　（Galantefie）であっ
た。ライプツィヒの市民社会はフランス文化の
植民地（Ko1㎝ie）と化し，それはフラソス的
な習俗の典型（ein　Musterbild　franzδsischer
Sitten）を示していた。それは上記のうすっぺ
らな啓蒙的精神から発する批判と擬似フランス
的なロココ趣味にうつつをぬかすにとどまり，
力強い生命力をもたず，何ら積極的な建設的な
意欲を示すものではなかった。そこに支配する
擬似フランス的な文化は前途に有為，有果たら
んとする青年のよしとするに値するものではな
かった。かえって青年の前途を暖昧なら’しめ，
因迷に落とし入れるだけで，ギュンター・ミュ
ラー（G血ntherM舳er）も言うように，「それ
は完全なるものと有果なるものへのいかなる展
望をも開かなかった。」12〕更にはK・ヒルデブ
ラント日く，それは「生産的な働きを禁じ，
新しい道を指示するどころか，気勢を殺ぐも
の」13〕であったと。
　しかし，人生の指針を見失ったゲーテは，そ
の擬似フランス的なガランテリーに一旦はうつ
つをぬかし，自らの内面の無内容をそれによっ
て糊塗し，やがては自らそれに絶望する。この
時代のゲーテの第三の特徴をなすものは，この
青春の不毛さから生じる「退屈（La㎎ewei1e）」
あ会会÷圭乏。この時期のゲーテの生活は「無
限の退屈（die　unendliche　La㎎eweiIe）」14，「気
晴らし　（Zerstreuu㎎）」，「分散Zerst首cke－
1u㎎）」15〕「時間つぷし（Zeitveτderb）」1棚以外
の何ものでもなかった。この時期のゲーテはい
かなる精神の集中も，生命の輝きも深みも，創
造性も，誠実さをも欠いている。この時期のゲ
ーテの恋愛態度も又，およそそれ以後のゲーテ
とは違って，単なる感情の気まぐれ以外の何も
のでもなく，それをギュンター・ミュラーは
「ロココ的な好色（die　Rokoko－Ef0tik）」の限
界を出ないものであると言っている1η。そうい
った現実の彼の生活態度はケートヒェン・シェ
ーンコプフ（K自thchen　Schbnkopf）との恋愛
態度の中によくあらわれている。当時の彼女と
の状態についてゲーテはこう記している，「し
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かし・そのような状態は，それが罪のないもの
であればあるだけ，長くつづくと変化に乏しく
なりがちで，私はつい我々が落ち入りがちなあ
の悪癖にさそわれて，恋人を苦しめて楽しもう
という，或いは少女の従順さを勝手な暴君的な
気まぐれで思いのままにしようというような気
になったりした。私の詩作の試みが失敗した
り，或いはそれがどうもう’まくいかなかった
り，いろいろとおもしろくないことなどがあっ
たりすると，その自分の不機嫌を彼女にぷつけ
て，それでいて彼女に我慢を強いるということ
が自分には許されているんだなどと私は信じこ
んでいた。というのも彼女は心から私を愛して
くれていたし，できることでさえあれば，いつ
も私が気に入るように努めていてくれたカ・らで
ある。根拠のないつまらない嫉妬から，私は私
と彼女の最も索晴しい日々を台なしにした。彼
女はしばらくは信じられないほどのしんぼう強
さでそれに耐えていたが，私は最後には残酷な
までに彼女の忍耐をそのぎりぎりのところまで
追いつめていった。」18〕あ名時たまたま散歩に
出た折りに，ゲーテは菩提樹にかつてきざんだ
自分の名前と，その上にきざんだ彼女の名前を
．目にするが，その彼女の名前をきざんだ切り口
からは多量に樹液が溶れ出て，そg樹液の涙で
自分の名前のすでにカサカサにかわいていた切
り口をぬらしていたのを目にしたという。あた
かもその樹液の涙で彼女が自分に対して，嘆
き，訴えかけているかのようにゲーテには思わ
れる19〕。
　ここには後にヘルダーによって非難される精
神の集中，深みを欠いたライプツィヒ時代のゲ
ーテの遠心的な性向がみられる。この時期，ま
わりの知的，精神的環境は何ら真に啓蒙的に，’
「真に教育的な態度をとる（fecht　padagog1sch
verfahren）」20）ことがなく，専ら，それ迄のゲ
ーテの趣味，嗜好であったものに反対し，ゲー
テの喜びであったものを剥奪するばかりで，
「それにとって代わるべき別のもの（etWaS　an－
deres　da揃r）」21）を積極的に呈示してみせると
いうことをしなかった。rそのために私はすっ
かり困惑してしまった（Ich　kam　dar廿ber
durchaus　in　yerwirrung．）」22〕とゲーテはこ
の時期の自分を回顧する。或いは又，こうも
言っている，「そもそも自分にたいせつだった
ことについては何ら啓発される（aufgek1航
werden）ということがなかった。私は判断の
基準（einen　MaBstab　des　Urtei1s）を求め，
そしてそれをもっている人は皆無だということ
がわかったような気がした」鴉〕「この越味と判
断の不確実さが私をして目々ますます不安にお
とし入れ，その結果ついに私は絶望した（Diese
Geschmacks－und　UrteilsmgewiBheit　beun－
ruhigte　mich　t盆g1ich　mehr，so　daB　ich　zu－
1etzt　in　Verzweiflung　geriet．）」24〕と。
　このライプツィヒ時代のゲーテを啓蒙恩潮期
のゲーテとも呼んでもよかろうが，この時期，
ゲーテはかつてなかった程の，或いはそれ以後
決してなかった程の困迷の中におち入る。「私
の本性は，青春のあり余る力に支えられて，放
らつなまでの陽気さと憂うつな不快の問を極端
に動揺していた。」25〕その精神の不確実性と不
毛と動揺の散に，彼の生活は自暴自棄なものと
なり，彼は自他に対して精神的に加虐的にな
り，「遣徳的に自分自身をこらしめるべく，さ
まざまのやり方で肉体的に自らを責めさいなむ
ことによって自分自身の過ちに対して復讐しよ
うとして，さまざまの馬鹿さわぎを」やらかし
た。しかしそれが結果的にははなはだしく肉体
をそこなうことになった。」26〕そして彼は言う，
「そのために私は人生の最良の何年かを失うこ
とになった」27〕と。このようにしてゲーテは精
神的にも肉体的にも難破者として（a1S　ein
Schiffbrichiger），学業半ばにしてフランクフ
ルトヘと帰郷する。
　しかし，一見徒費されたかにみえるこのライ
プツィヒ時代が，ゲーテらしさ，ゲーテ的なる
ものの覚醒に不可欠な教育的効果をもたらす。
ライプツィヒ時代の精神的根幹となっナこ啓蒙思
想がゲーテに目にみえない逆説的な教育的効果
をほどこす。啓蒙主義の一つの真実がゲーテに
ξ壷角きん乏。由占，乏仙ま去あ幽U南病細と
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よってゲーテから一切の暖昧な判断を払拭し，
ゲーテをして内面の真実へと真剣なまなざしを
向けさせるきっかけをつくり出している。既に
ライプツィヒ時代の半ばに，「このような交際
をしているうちに，会話，いろいろな実例を通
して，或いは自分でよく考えてみることで思い
知らされたのは，味気なく，冗長で，うつろな
時代からぬけ出すための第一歩はただ明確さ
（Bestimmtheit）と精確さ（Pr直zision）と簡潔
さ（K枇ze）によってのみ可能だということで
あった」28〕というような反省が芽生えつつある
が，今λ”二嶋＾全床あ壷森去壷し七由あ
そ今二手ぽ責喜≡二着u邊南去，責圭ムもあぺあ自糸
開かれる。真に創造的なものへ向うためには，
幸幽砧あ1拙衰きれ，廠由廠亀娃幸山ときらき
れなければならない。ここに，それ自身は建設
的なものはもたないが，創造的なものへの働き
のきっかけをつくる啓蒙主義の批判的精神の一
つの真実の意味があると思われる。
　そういった意味で啓蒙主義がもっともその本
来あるべき姿で生産的に作用したのは，ライプ
ツィヒ時代の年長の親友べ一リッシュ（Emst
Wolfga㎎Behrisch）を通してであった。ギュ
ンター・ミュラーは言っている，「ぺ一リッシ
ュの意図的な奇矯な行為と生まれながらのあて
こすりをする性癖とライプツィヒ社会を瑚弄す
る態度を通して，彼はゲーテの助言者ともなり，
指導者ともなったが，とりわけゲーテにとっ
ての刺激的な聴聞者ともなった」29iと。ゲーテ
自身ぺ一リッシュとの交際の中で，そのすぐれ
た批判的精神の影響を蒙るが，それによって，
「私の詩作の方向は，……．以後，完全に自然な
もの，真実なものへ（zum　Nat七rlichen，zum
Wahren）向うようになり，対象は未だ意義あ
るものたりえないにしても，私はそれでも純粋
に（rein），そして鋭く　（scharf）表現するよ
うに努めた」3ω（筆者傍点）とゲーテは語ってい
る。ここにいう「自然なもの」「真実なもの」こ
そ，次の疾風怒濤期のドイツ青年達の旗印とも
なるものであり，「純粋に」そして「鋭く」と
いう規範は，当時のロココ的なライプツィヒ文
化の文化的風潮である粉飾にみちた冗舌を否定
するものであった。しかしべ一リッシュその人
は，ついにはフランス的な啓蒙的知性の範囲を
出る人ではなく，「批判」にこそ，彼の真骨頂
があった。それによって彼はゲーテが同時代の
作家達に対してもっていたわずかばかりの信頼’
の念をも打ち砕いてみせた。しかるに彼の文学
は依然，趣味（Geschmack）の文学であるにと
どまり，「彼はよいものと悪いもの，ありきたり
のものと信頼に足るものについての一般的な判
断といったものをもっていた」31〕にとどまる。
r彼はまた，特にあらゆる粗野なもの（a11eS
Rohe）に反感をもっていた。そして彼の冗談は
ゴテゴテとしてにぎやかではあったが，それで
いておよそ粗雑とか陳腐に（ins　Derbe　oder
Trivia1e）おち入るということはなかった。彼
は同郷人に対しては妙にゆがんだ反感（gine
fratzenhafte　Abneigung）をかくそうとはしな
かった。たとえそういった人達が身分の高い人
であったとしても，彼は彼らを面白おかしく風
刺した。特に個々の人達をこっけいに描写する
ことにかけては，彼の才能は倦むということを
しらなかった。」32〕かくてべ一リッシュも又，畢
寛するに「時間つぷし（Zeitverderb）」「気晴し
（Zeitvertreib）」の人であり，貴重な時間と才
能を浪費して倦むということを知らなかった。
「彼がひっ’くるめてやらかす冗談と馬鹿さわぎ
は無限であった．（Die　Sp鯛e　md　Torheiten，
die　ef　insgemein　angab，gingen　ins　Unend－
1iche．）」33，とゲーテはべ一リッシュの気晴らし
の猛烈さを後にr詩と真実』の中で評してい
る。ぺ一リッシュのこの凡俗を排する批判の精
神はそれなりにゲーテに対して教育的効果をも
ったとはいえ・そういった批判的な姿勢が青年
に与える害は少なくなく，ゲーテはむしろ成長
過程にある青年にはいたずらにこのような姿勢
で物事に接することのないように，特に卓越し
たものに対しては，かかる」態度を慎しむことの
大切さを説いて，次のように言っている，「せ
っかくの印象をばらばらにするような批判を加
えずにそれを受げ入れれば，それはいつしかひ
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そかな実を結ぷことは，まったくはかりがたく
重要である。青年は決して批判的になろうとな
どせずに，すぐれたものやりっぱなものを詮索
抜きに，分析抜きに，すなおにその感銘を受け
いれるならば，この至上の幸福にあずかれるも
のである」34〕と。しかし，そのぺ一リッシュも
ゲーテには極めて寛容で，その批判の多くはゲ
ーテをとりまく外部に向けられ，ゲーテその人
に向けられることは少なく，むしろゲーテを多
分に甘やかすところがあり，それ迄のゲーテの
怠堕で堕性的な生活を払拭するにはいたらなか
った。その結果が，ライプツィヒ時代最後の喀
血をともなうゲーテの大患であった。この病気
去痘しそ，少二手1ま乏ん邊あ自身あ床肉1と垂法
してあったフランス的なロココ的な要素の多く
を清算し，解毒するにいたる。
　しかし，そのゲーテのフランス的啓蒙的知性
の残津を完膚なきまでに否定したのは，シュト
ラースブルク時代の知友ヘルダーであった。そ
れ迄の甘やかされた交友関係の中でなまくらに
なっていたゲーテの知性をその真に厳しい試練
の中に立たせたのはヘルダーであった。勿論，
それ迄にも工一ザー（Adam　Friedrich　Oeser）
といった人達がゲーテに良き影響を与え，古代
美術の簡潔な美しさにゲーテをして目を開か
せ，フランス的ロココ的風潮にそまっていたゲ
ーテの芸術観をひそかに矯正することはあっ
た。或いは又，クレッテンベルク嬢（Susanna
Katharina　von　K1ettenberg）を通しての敬度
主義（Pietismus）の影響も重要である。フラ
ンスの啓蒙的知性が渇いた知性であるとするな
　　　ピェテイヌムスら，「敬度主義は渇いた悟性に対しての心情の
反動（eine　Reaktion　des　Gem砒es　gegen　den
trockenenVerstand）である」ヨ5〕とはK。ヒ
　　　　　　　　　　　　　ピェテイヌムスルデブラントの言であるが，敬慶主義はその本
質を殉情の申においており，その姿勢は対象へ
の同化にあるということができよう。対象を冷
たい，渇いた知性にさらすことによって，批
判，・検討，分析する以前に，対象に感情的に同
化移入するところに，フランス的啓蒙的思潮ヘ
　　　　　　　　　　　ピェテイスムスの反動としてのドイツ的敬慶主義の文化的意義
があったということができる。とりわけ，フラ
ンス的啓蒙思潮の中で感情の渇きに口申吟してい
たドイツ青年にとっての意義は重要であ乱し
　　　　　　　　ピェテイスムスかし，そういった敬虞主義も又，」その限界をも
ち，それはしばしば徹底性と深みを欠いてお
り，ともすればそれは浅薄なセンチメンタルな
感情主義に終始するものであった。
　その反フランス的な方向を決定的ならしめ，’
その擬似フランス的なロココ的な風潮に鉄槌を
加えるべく登場したのがヘルダーであり，彼が
まずゲーテに要求したのは，「既存のものの模
倣（Nachahmu㎎desschonDagewesenen）」36〕
及び，「作為的な描写（eine　maniefierte　Daf－
ste11u㎎）」3ηの否定，「教養過多なるもの（ein
むberkultivierte）」38〕から生じる一切のものの
否定，ロココ趣味的老人的なるものの否定であ
り，彼は真面目な青年に固有の真実な直接的な
深みのある魂・感情から生じる一切のものをゲ
ーテに要求した。かかるヘルダーの精神的支柱
はハーマン（Joham　Georg　Hamann）の哲学
であり，ゲーテもまたヘルダーを通してハーマ
ンから深い影響をうける。ハーマンの思想の中
枢は，分析的なフラ：ノス的知性に対して，精神
の集中にあり，かかる清神の集中からこそ真に
生産的なものが生じるとする。「ハーマンの一
切の言説が帰着するところの原理はこうであ
る，『人間が成就せんとする一切のものは，た
とえそれが行為或いは言葉もしくはその他のも
のから生み出されようと，それは完全な統一
された力から　（aus　s直mtIichen　vereinigten
Kf砒en）発現しなければならない。全ての個
別化されたものは非難されるべきである』」鋤
このハーマンの格率こそが，ヘルダーが，ゲー
テが魂の底から共鳴したところの「覚醒の呼ぴ
かけ（Weckruf）」40〕であり「導きの言葉（Leit－
Wort）」41〕であった。このハーマンの格率から
はずれるものをヘルダーは完膚なきまでにうち
のめす。この意味でヘルダーも又，批判の人で
はあるが，フランス的批判がゲーテには不毛な
ものとして唾棄されるべきものであったのに対
して・へ㍗ダーのそれは批判のための批判では
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なくして，創造のための批判であり，不毛なも
のの一切を一掃し，完膚なきまでに払拭，否定
しさることによって「未曽有のもの　（etWaS
UnerhOrteS）」鋤をドイツ精神の中に築きあげ
んとするところにあり，そこにこそヘルダーの
　　　　　　　　　　　　　　　　　しんあんぼく野心がある。そこにまたその批判の真面目が
あったということができよう。この批判にゲー
テは自虐的なまでに苦痛を恐れることなく自ら
の精神をさらす。
　ハ’マンのいう「人間の完全な力の統一（die
Vereinigmg　s畳mt1icher　Kr盆fte　im　Men－
schen）」43〕こそが人間に生産的（fmchtbar）
であることを約東するものであり，しかも個人
の青春の力の中に，民族の青春の力の申に，こ
の人間の統一的な力の端的な発現がみられると
するのがヘルダーの見解に他ならない。天才
（Genie）にこそ個人のかかる力の真に卓越した
発現があり，民族の声（Stimmen　der▽61ker）
である民謡（Volkslied）の中にこそその民族
の青春の力の端的なあかしがみられる。このよ
うな観点にたって，ゲーテはヘルダーのすすめ
もあって，ドイツに残された民謡，とりわけエ
ルザス地方に残る民謡を蒐集し，或いはドイツ
の天才の一人であるエルヴィン・フォン・シュ
タインバハ（ErwinvonSteinbach）が，更に
は稀有の天才シェイクスピア　（Wi1ham　Sha一
　　　　　　　　　　　　　　　　　まとkespeafe）がゲーテ’によって渇仰の的とされ
る。ヘルダーによれば，民族には「4つの季節
の変化（die　Gezeiten）」というものがあって，
それは人間の4つの尭達段階に対応するとい
う。即ち，それは子供（Kind），青年（J也ng－
ling），成人（Mann），老人（Greis）の段階で，
この発達の第二の段階である「青年の年令（das
J七㎎li㎎sa1ter）」こそが「真に詩的な即ち創造
的な段階（die　wahrhaft　poetische，n盆mlich
sch6pferischeStufe）」であるという44〕。ヘル
ダー或いはゲーテによれば，詩的なものこそが
創造的であり，それは青春の力のうちにこそ発
現する。青春の叫びはそのまま詩（Poesie）で
あり，創造であり，天才のカとなってあらわれ
る。民族としての青春の力の端的なあらわれ
は，古代ギリシアの文化の中にみられ，今，ド
イツが，疲弊しつつあるヨーロッパ精神の中
で，ヘルダーによって，その力の端的な発現の
担い手として待望される。ヘルダーが古代（die
Antike）を評価するのは，そこに過去の遺物を
みるからではなく，彼が評価するのは，そこに
みられる若々しい「形成する力（gesta1tende
K工aft）」45〕であ乱ヘルダーは敢えて，所謂ル
ネサンスを「第一のルネサンス　（die　er≦te
Renaissance）」46〕と呼び，それが　「ラテソ的
なものの支配下における　（in　der　VOrherr－
schaft　des　Lateinischen）」柵ギリシア文化の
復興であったのに対して，彼が待望する「第二
のドイツのルネサンス（die　zweite，deutsche
Renaissance）」48〕は，疲弊せるヨーロッパ精
神の若がえりの運動として，第一のルネサンス
の「老齢の凝固せる形式，キケロ的意味でのフ
マニスムス，ヘレニスティシュな形式の一般的
な妥当性，西ヨーロッパの合理性に対立する
（gegen　die　erstarrende　Form　des　A1ters，
den　Humanismus　in　Ciceros　Sinne，die
A11gemeing廿1tigkeit　der　he11enistischen　For－
men，den　Rati㎝a1ismus　Westeuropas）」49〕も
のに他ならない。
　このようにして青春と天才と詩と創造が，ゲ
ーテにとって同義語とされる。エルヴィン・フ
ォン・シュタインバハ，シェイクスピァという
天才を通して，今，ゲーテには天才的な青春の
力の予感，偉大なもの・崇高なものに対するカ
強い予感が芽生える。かかる天才達を通して，
ゲーテは若々しい魂の創造的な力，ラテン的な
西ヨーロッパ的な凝固せる形式主義と合理主義
に対立するゲルマン的な躍動し，流動し，力の横
溢する魂の，つまりはドイツに固有の青春の力
を予感する。ひいては，新しい時代の胎動を自
らのうちに予感する。「ふしぎな予感にみちた
仕合わせだったあのこの（Jene　wunderbaren，・
ahndungsvo1工en　und　g肚cklichep　Tage）」50）と
ゲーテは後にこの時期を回顧している。
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三ゲーテ的なるものの覚醒
　ライプツィヒ時代の終りに，ゲーテは大病を
患い，学業半ばにして，人生の難破者として故
郷フランクフルトに帰還する。その後，生死の
境をさまようが，不思議な霊薬によって命をと
りとめ，しばらくは，ゲーテにとって精神を窒
息させる魂の巣窟ともいうべき故郷の家で，ゲ
ーテは療養につとめて，いたが，1770年，「春に
なって・自分の健康が，そしてそれ以上に青春
の英気がいきいきとよみがえってくるのを感じ
る」51〕ようになる。再びしなやかさをとりもど
した精神と，予感にみちた感興にひたされて，
あたかもエルヴィン・フォソ．・シュタインバハ
の霊に導かれるかのように，彼の建てた大聖堂
のあるエルザス地方のシュトラースブルクヘと
旅立つ。この予感にみちた青春の感興を吐露す
るr詩と真実』の中のその箇所は，就中その魅
力に富んだところであるということができよ
う。ゲーテはシュトラースブルクに着くや否
や，旅館に荷をといて，すぐその足で，エルヴ
ィン・フォン・シュタインバハの建てたその霊
感にみたされた大寺院へとおもむく。「私は今
はじめて，狭い小路の問からこの巨大なものを
みとめ，しかも確かに狭すぎるその場所で，余
りにも近くその前に立ったので，その堂字は私
には独特の印象を与えた。しかし，その印象を
その場ではときほぐすこともできず，その時は
ただ漠然とした印象を受けとったにすぎなかっ
た。しかし，高く晴れやかに輝く太陽が，はる
か遠く豊かにつづくその地方を明らかにてらし
出してくれるすばらしい瞬間を逸するまいとし
て，私はその堂宇の階段を上へと一気にかけ上
った。」52）「それから私はその堂宇の上から，私
がこれから住むことになるそのすばらしい地方
をながめやった。見事な街と，広く一面にひろ
がって，ところどころにみごとに樹木が密生し
ている牧場，ライン川の流れにそって，河岸，
島，中洲の点在するその草木のめだって豊かな
ところがそこからながめられた。南から下に広
がる平地もまたそれに劣らずさまざまの緑にお
おわれ，その一帯をイル川がうるおしていた。
山の方へとつづく西の方にも多くの低地があ
り，それは森と牧草地の魅カ的な眺めで，更に
北の一段と起伏にとんだあたりには，数多くの
小さな川が流れていて，一帯の草木のすみやカ・
な成長を助けていた。この豊かに広がる牧草
地，このみごとによくおいしげった森の間にあ
って，すべての果樹に適した土地が立派に手を
入れられ，緑ゆたかに実り，その最もすばらし
い肥沃な一帯のここかしこには村や農場が点在
していた。新しい楽園が人間に用意されている
ようなこの見晴らし難く大きな平野には，遠く
そして近くに，よく手入れのゆきとどいた山々
が，又うっそうと樹木の生い茂った山々が境界
をかたちづくっていた。このような光景を心に
描いてもらえるなら，私のこの時の感激はよく
理解してもらえることと思う。私にしばらくこ
のような定住地をさずけてくれた自分の運命に
対して私は心からの祝福を自分自身に対して感
じないわけにはいかなかった。」53〕「我々がしぱ
らく滞在することになる新しい土地のそのよう
な新鮮なながめはなお独特の予感にみちている
と同時に心地よいもの（das　Eigηe，so　A㎎e－
nehmea1s　Ahndmgsvolle）があった。それは
ちょうど何も書かれていない板切れを目の前に
するのと似ていた。未だ我々に関わりのあるい
かなる苦悩も喜びもそこにはしるされていな
い。この晴れやかな色どり豊かな生き生きとし
た平野はなお我々に語りかけるべき何ものもも
っていなカ・った。」54〕（筆者傍点）ここにゲーテ
は意味深長な表現を与えている。即ち「いまだ
我々に関わりのあるいかなる苦悩も喜びもそこ
にはしるされていない」と。この言葉は逆に，
これ以後の彼とフリーデリケとの運命を暗示し
てい孔この白紙にも似た場所こそが，ゲーテ
が終生にわたって新鮮なときめき，心の高ぷり
を反甥することになる場所，と同時に，終生ゲ
ーテから去ることのなかった苦悩と嘆きの源泉
ともなった場所でもある。「対象がそれ自体意
味のあるものである限り，眼はただその方へと
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すいよせられるものであるが，しかし未だ私は
いかなる愛着も情熱もここかしこに感じるとい
うことはなかった。しかし来たるべきものの予
感（eineAhndungdessen，waskommenwird）
がすでに若い心を不安なものにし，満たされな
い欲求は来たるべきもの或いは来るかも知れな
いものをひそカ・に待望してい孔そしてそれは
幸せ，悲しみのいずれをとわず，知らず知らず
のうちに我々が住むことになる地方の性格を帯
びてきているものである。」55〕この地方こそr浮
き沈みする運命のすべての苦悩と辛苦の彼方に
あって，これ以後ゲーテの人生を揺らぐことな
く支えることになるあの幸福な愛」56〕を育んだ
地方，即ちフリーデリケ・ブリオンとの愛を育
んだ地方に他ならない。しかし，ゲーテからは
フリーデリケの名がなかなか口に出されてこな
い。E。シュタイガーも言っているように，「あ
たかも心の落ち着きを確かめているかのよう
に，彼は何度もその報告をし始めてはその都度
中断する。思い出すのを揮っているかのよう
に。」57〕それほどにゲーテにとって意義深い名
前一それがフリーデリケ・ブリオンであっ
た。
　『詩と真実』の中で，フリーデリケ・ブリオ
ンは極めて印象的に登場する。「まことにこの
田舎の大空に世にも愛らしい一つの星があらわ
れた」58〕と。フリーデリケは田舎において，と
りわけ戸外においてこそ，生き生きとした魅
力，生彩を放つ自然そのものの少女，自然の精
と思しき少女，エルザスの「風景そのものの化
身であるように自然な」59〕「活々とした魂その
もの」60〕のような少女であった。
すらりとしていて軽快で，さながら彼女の
歩みは何も身にまとっていないかの如くで
あった。そしてその可愛い頭のふさふさし
たブロンドのお下げ髪にくらぺて，そのう
なじは余りに華著にみえた。晴れやかな青
い眼で，彼女はあたりをはっきりとながめ，
その感じのいい丸い鼻は，あたかも世の中
に何の憂い事も知らぬげに自由に大気を呼
吸していた61〕。
彼女の物ごし，彼女の姿態は小高い丘の小
道を甑けていく時ほど，めだって魅力的に
見えることはなかった。彼女の物ごしの優
雅さは野の花と咲きぎそうばかりであり，
彼女のかんばせの失われない晴れやかさは
青い空と見まがうばかりであった。一この彼
女をとりまく人の心を活気づける大気を彼
女は家の中にももちかえった62〕。
散歩の時の彼女は，命を与える精霊があち
らこちらとただようかのように，ここかし
こに生じがちな空隙を埋める術を知ってい
た。そして彼女が駆けていく時，彼女はと
りわけ魅力的であった。あたかも鹿がみち
たりた気分で，芽の崩え出る草の上を駆け
ていくよ．うに軽やかに，何か忘れものをと
りにいく時とか，失くしたものをさがす時
とか・はなれたところにいる恋人達を呼び
にいくとか，必要なものを注文しにいくと
かする時に，あぜ道，牧草地をいそいで駆
けていく時，彼女の動きはもっともはつら
つとしていた。その時，彼女は決して息が
切れるということはなかったし，それに
よって平静さを失うということもなかっ
た㈱。
このフリーデリケを通して，これまでせき止め
られてあったゲーテの自然が，ゲーテの野生
が，生命が，ゲーテの情熱が堰を切って浴れ出
すgフリーデリケヘの愛は，「彼の閉ざされ
た購官を押し開き，死せる胸に生気をふき込
む。」64〕この意味で，ゲーテの歓喜は単なる愛
の喜びにとどまらない。自己の解放の，横溶す
る官能の，死してあった青春の生命の躍動する
喜びに他ならない。それは又，青春め目覚め，
初めて味わう青春そのものの喜悦の体験であっ
た。ライプツィヒ時代の病めるゲーテはもうこ
こにはいない。青春の健康を胸一杯に呼吸する
ゲーテがここにいる。精神にも肉体にものびや
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かにゆきわたる生の充実，生の躍動，新生の喜
び，彼の最初の真にゲーテ的ともいうぺきひび
きが奏ではじめる叙情詩『五月の歌（Mailied）』
において，彼はその生の喜びを爆発させる。そ
の讃歌は単なる恋の讃歌にとどまらない，生の
讃歌であった。
　『五月の歌』の末尾においてゲーテは叫ぷ。
熱い血潮たぎらせて
私はきみを愛する。
新しい歌と
踊りにそえて，
私に青春と喜びと
勇気を与えてくれるきみ。
永遠に幸福であれ，
きみの私へと愛とともに65〕。
この「青春と喜びと勇気」，これをゲーテに呼
ぴさましたのが，フリーデリケ・ブリオンであ
った。この愛を通して，彼が求めて止まなかっ
た一切を彼は今，手中におさめる。青春，カ，
生命，自然。
　しかもこのフリーデリケ・ブリオンとのゲー
テの愛の著しい特徴は，旺シュタイガーも言
うように，極めて感覚的な敏感さ，そのたゆと
うごとき官能の豊かさにも拘らず，そこには好
色的なものの一切がないということである。
「ゲーテはこうしたこととは無縁である。フリ
ーデリケとの出会い以来，彼の文学からは好色
（dieL廿stemheit）が消え失せ，以後，決して
それはあらわれることがない。一ヴェネチァ
のエピグラムにおいても，ローマ悲歌において
も，それはあらわれない。」㈹　しかも彼の愛の
感情の著しい特徴は，その愛の根源性であり，
それは愛のたわむれにみちたロココ的な薄っぺ
らな感情の皮膜をつき破る。それは生の感情の
根源に根ざすものであり，かかる愛において，
愛と生きることとは同義となる。それ故に，ゲ
ーテはフリーデリケヘの愛を通して，生きるこ
との実感をとり戻す。そこにゲーテにとって，
フリーデリケが単なる恋人以．上にかけがえのな
い存在としての意義をもつ所以が存する。しか
もこの愛につけ加えるべきもう一つの特徴は，
その一種，宗教的な万有感情にあり，この根源
的な一体感にひたされて，彼は自らの「愛を大
・胆にも神聖な一hei1igと呼ぷ。」研〕そしてそ
こから生じる自然，力，生命も又，同時に神聖
な一heiligなものと呼ばれるに値する。そこ
に感得される感情は，生命豊かな青年のみが感
得しうる崇高なもの・偉大なもの・永遠なもの
をも実感せしめる。フリーデリケヘの愛を通し
て，ゲーテにはかつてなかったような偉大なも
のへの感興が高まり，それはやがて，時に据傲
なまでにと呼んでも’いいような疾風怒濤期ゲー
テの巨人的な感情にまで発展していく。これこ
そゲーテが暗い魂の鉱道の中で堀りあてるぺく
努め，・求めて止まなかったところの魂の鉱脈で
あった。生の根源性，偉大なものへの惰熱，こ
こにはっきりとゲーテは自らの出発点とすぺき
生の原点を発見する。
　勿論，このようなゲーテの魂の鉱脈を掘りあ
てるべく援助をおしまなかった人物としてヘル
ダーがいることは既にみたところである。なま
くらに萎えた彼の精神を加虐的なまでに叱喀激
励しつつ，熱い鋼鉄へと鍛え上げたのは，この
ヘルダーであった。域いは渇いた知性にかわっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピェテイヌムて，うるおい豊かな感情を切に求める敬虞主
義，とりわけクレッテンベルク嬢の影響も見の
がし難い。又，彼の渇仰の的であったシェイク
スピァ，エルヴィン・フォン・シュタインバハ
といった天才が彼の天才覚醒のひきがねともな
り，彼の心を鼓舞し，啓発したことも事実であ
り，これらの諸々の影響力が，彼の「ゲーテ的
なるもの」の鉱脈の発見に手をかしたことは明
白である。とはいえ，最後の壁を内側カ・ら突き
くづし，打ち破るために必要であったのは，こ
のフリーデリケ・ブリオンヘの愛をおいて他に
はない。ゲーテ的な情熱を点火，爆破させ，ゲ
ーテをして自らの生の根源，魂の鉱脈へと到達
せしめ，それを発克せしめ仁のは，このフリー
・デリケ・ブリオンヘの愛をおいて他にはない。
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四　罪なき罪
　フリーデリケとの類いまれな愛の幸福の絶頂
の中で，ゲーテが全我的といってよい程に，手
ばなしに我を忘れ，陶酔できたのは半ケ年余り
のことである。やがてその至福にみちたかにみ
える愛あ日々にもかげりが見え始める。
　フリーデリケとの出会いの叙述に先立って，
ゲーテはr詩と真実』の中に，或る舞踊教師の
二人の娘との缶妙な物語を挿入している。そし
てこの一E．シュタイガーも言うようにおそ
らくは虚構の68〕一物語がゲーテとフリーデリ
ケとの出会いを初めから不吉なものにしてい
る。その物語とはこうである。この舞踊教白而の
姉娘はひそかにゲーテに恋をしていたのであ
るが，妹がむしろゲーテの心を射止めているの
を嫉妬した姉娘は別れを前にして，無理矢理に
ゲーテの唇を奪い，そして妹へのみせしめにこ
う叫んだという，「私のあとにこの唇にキスす
る女に永遠に不幸がつづくがいい」棚と。これ
だけの話ではあるが，これが若いゲーテの心に
ひそかなこだわりを生み，ゲーテは以後，女性
に対しては慎重に振る舞うようになったとい
う。フリーデリケと出会ってからも，ゲーテは
この呪いの言葉を忘れることが出来ず，フリー
デリケとのくったくのない愛の日々においてさ
え，この言葉がゲーテに自制心を生み，フリー
デリケとの関係に節度をもたせることになった
とゲーテは言っている。愛の不安の中にある者
が極めて迷信深いことは又事実であろ㌔
　しかし，この虚構と真実の交錯する『詩と真
実』の中にこういった物語を伏線として挿入せ
ざるをえなかったゲーテの真意はどこにあるの
であろうか。木村謹治氏はこう語っている，
「およそ彼の恋愛史においてフリーデリケに対
する程外部からの故障なしに純なる愛を充分に
経験したものはない。従ってライプツィヒのケ
ートヒェンに対する様な感情の動揺，愛情と嫉
妬との葛藤の交錯を体験する必要はなかった。
それだけ，この度は感情の動きにおいて全我的
であり，その変化や動揺の形式においても，そ
の原因を自己以外に存在する何物にも帰するこ
とができない。フリーデリケとの恋愛の悲劇的
結末を説明するに際し，その原因の或る部分を
運命的なる事件に帰しているのは，この恋愛が
如何に二人だけの至純なる関係に終始したかを
語るものであって，それだけにかつて感じた事
のない自責の念に襲われたのである」㈹と。フ
リーデリケとの愛の破綻の原因を一つの不透明
な運命的な事件に帰しているかのように叙述し
ているのは，逆にゲーテにとってフリーデリケ
との関係が外部的には何らの支障もなかったこ
とを証しするものであると同時に，ゲーテにと
って，フリーデリケとの愛の破綻が如何に不可
解なものであったかを証’しするものであるとい
うことができよう。
　1770年の二度のゼーゼンハイム訪問の後，
1771年，春，ゲーテは一ケ月ほどにわたってゼ
ーゼンハイムに滞在する。この滞在の期間中に
たまたまフリーデリケの家の牧師館で近在の人
達の寄り合いがあり，そのにぎやかな集いの中
で，いよいよゲーテとフリーデリケの愛は高ま
りをみせ，ゲーテも踊りの輸の中で踊り狂い，
歓喜に酔いしれ，ゲーテからはあの憂うつ症的
な迷信的な妄想はあとかたもなく消え失せ，フ
リーデリケを接吻する機会があれば，ゲーテは
それを逸することをしなかった。その夜，二人
は心から抱擁し，心底から愛し合っているこ・と
を誓い合い，確認し合㌔　しかし，そのあと
「2・3時間もぐっすり眠りこんだであろうか，
ふと・熱い，胸さわぎのするような血潮を覚え
て，私は目が覚めた。このような時とか状態に
おいて・不安とか後悔の念がふいに無防備に身
を横たえている人間をおそうことはよくあるも
のである」71〕というように，瞬間，反省の思い
にゲーテは襲われる。ゲーテには今まざまざと
舞踏教師の姉娘の呪いの言葉がよみがえIってき
て，その言葉を吐きつつ胸をふるわせて走り去
った娘の姿が思い出される。その時の不安の思
いをゲーテは次のように表現している，「そし
て今，私には彼女の私への愛がまことに不幸な
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もののように思われて，私は遠く，山のはる
か彼方に逃れていきたいような衝動にかられ
た」72〕。しかし，夜が明け染めるにつれて，又，
日が高くなり，フリーデリケのくったくのない
喜びに溶れた表情を見るに及んで，．その夜の思
いがけない不安な思いは雲消霧散していく。し
かしそれ以後，ゲーテには以前のような有頂点
さは失われ，楽しくはあるが，同時に不安な，
反省的な気分を促すような，その後のゲーテの
心の冷却を予知するような事件がいくつか重な
って後，ゲーテのいう「私たちの愛は今一つの
奇妙な試練を受けなければならなかった」㈹と
いう時を迎える。ある時，フリーデリケの家族
がゲーテの滞在しているシュトラースブルクの
親戚の許へとやってくる。しかし田舎でこそは
つらつとした生命感を漂わせるフリーデリケと
姉のオリ」ヴェエは都会の狭苦しい家の中では
生彩を欠き，特に「オリーヴィエは陸に上っ
た魚のように耐え切れないという風情をみせ
た。」74〕それでもフリーデリケは都会というな
じめない環境の中にあっても何とか魅力を保
ち，まわりの人達を楽しませる。ゲーテはフリ
ーデリケには好意的に，次のように評してい
る，「ほんとうは彼女もこのような環境にしっ
くりとしてはいなかったのだ。しかしこのよう
な状態にあっても，彼女が知らず知らずのう
ちにその状態を自分にあうようにつくりかえ
る術を知っていたというのは，彼女の性格をよ
くあらわしていた」㈹と。しかし，フリーデリ
ケも生彩を欠いていた事は事実であろうし，二
人の愛がこの都会では極めてぎこちないものと
なったことは事実であろう。恋人達にとって長
く辛いこのフリーデリケー家のシュトラースブ
ルクでの滞在の後，やっと晴ればれとした表情
でフリーデリケ達は田舎へと帰ってい㍍その
時の感想をゲーテは次のように言っている，
r急に心から石のような’つっかえがとれたよう
な思いだった」76〕とo
　このようにしてフリーデリケのゲーテヘの恩
いはそうでなかったにせよ・ゲーテのフリーデ
リケヘの思いにはかつての一途な有頂天さとい
ったものが失われ，いづのまにか心の中に空隙
のようなものがしのびこむようになってくる。
この当時のゲーテの感慨はゼーゼンハイムから
友人のザルツマン（Joham　Danie1Salzmann）
に宛てた手紙によくうかがわれる，「おまえの
子供の時からの夢は今ことごとくみたされたの
ではないか？　私はこの幸せにみちた地平線を
喜ばしげにながめやりながらしばしば自らに問
いかげる，これこそがおまえが憧れ求めていた
妖精達の住む仙境ではないのか？　これがそれ
ではないか！　たしかに私はそう思う。友よ，
しかし，望んでいるものを手にした時，人は少
しも幸せにはなってはいないのだ」77〕と。ゲー
テの関心はシュトラースブルクヘやってきた当
面の課題であるライプツィヒでは果たせなかっ
た卒業論文の仕事へと向う。或いはシュトラー
スブルク近郊の土地への行楽が頻繁に行われる
ようになる。「私のフリーデリケヘの情熱的な
関係がいよいよ不安なものになるにつれて，私
はこのような気晴らしと遊興にますますすすん
で身をまかせるようになった。」78〕「フリーデリ
ケのいるところでは私は不安な気持におそわれ
たが，彼女のいないところで彼女のことを考
え，彼女と語り合うことは，私にとってこの上
ない喜びであった。」㈹「彼女のいないことが私
を自由にし，はなれていて語り合うことではじ
めて私の彼女への愛着は十分に花開いた。」80〕
このようにして愛の直接性は失われる。このよ
うな愛の高揚と冷却をゲーテは次のように花火
にたとえて表現している，「このような若い時
代のいきあたりばったりの愛着は夜空にうちあ
げられた花火にも似ている。それはゆるやかな
まばゆい線を描いて夜空に舞い上り，星の中に
まぎれこみ，瞬間そこにとどまるかにみえて，
再び下降線を描きつつ逆に落下し，その弾道を
終えようとするそのまぎわに，それは爆発をひ
きおこす。」81〕やがて別れの時がやってくる。
しかしその別れは極めてさりげなく語られ孔
「このような衝動と混乱の中で，しかし私はも
う一度フリーデリケに会わずにはいられなかっ
た。それは辛い日々ではあった・その思い出は
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　もう私には残ってはいない。私が彼女に馬から
　手をさしのべた時，彼女の眼には涙が浮かんで
　いた。私は胸ふさがれる思いがした」82）と。そ
　してゼーゼンハイムからの帰途，ゲーテはあの
　有名な幻視体験をする。ゲーテは「八年後，そ
　の時に幻で見た服装で，それも自分ですすんで
　選んだわけではなく，たまたま身に着けた服装
　で，もう一度フリーデリケに会うために同じ道
　をたどる」8帥ことになるが，その八年後の自分
　の幻影が向こうから馬に乗ってやってくるのに
　出会う。「ところで，このことにどういう意味
　があろうと，この不思議な幻影は・この別れの
　瞬問の私の気持をいくらかでもやわらげてくれ
　た。ここで得たすべてのものと共に，このすば
　らしいエルザスを永久に立ち去るんだという心
　の痛みはやわらげられ，私は別れの辛さからよ
　うやく立ち直って，再びおだやかな晴ればれと
　した気持で旅行をつづけることができた」84〕
　と，ゲーテはフリーデリケとの別れを淡々と語
　り終える。
　　しかしフランクフルトに帰ったゲーテの許に
　フリーデリケからの手紙がとどく。「私が手紙
　で書き送った別れの言葉に対するフリーデリケ
　の返事は私の心を引き裂いた。そこに書かれて
　あったのは，私のために彼女がつちかってきた
　その同じ手になる同じ心の同じ感情であった。
　今はじめて私は彼女の蒙った損失を感じた。そ
　してそれを埋めるすぺも，やわらげるすべもな
　いことをさとった。グレートヒェンは私から奪
　いとられ，アネッテは私を捨てたが，今度とい
　う今度ははじめて私の方に罪があった。私は世
　にも美しい心にその最も深いところで傷を負わ
　せたのだ。」85〕ここにいたって初めてゲーテは
　フリーデリケヘの断腸の思いを□にする。
　　しかしそのフリーデリケとの出会いと別れを
　どう理解するべきか，永くゲーテにはわからな
　かった。「今度という今度は初めて私の方に罪
’があった。私は世にも美しい心をその最も深い
　ところで傷つけたのだ」ということは事実であ
　った。しかしそれでは自分はどうすべきであっ
　たのか，あれほどまでにくったくなく，我を忘
れ，心ゆくまでお互いの愛情を満喫しきったそ
の恋がどうしてやがて収縮し，終末を迎えるこ
とになるのか，この成算なき恋に身を委ねたこ
とに自分の罪があるのであろうか。r憎からず
思っている男性を断念する少女には，恋心を女
性に打ちあけた男性がおち入りがちな困難な立
場に長く立たされることはない。しかし男性は
つねに辛い役割を演じることになる。というの
も・男性は成人しつつある男性として自分のお
かれている状況についての或る程度の見通しを
もっていることが要求されるからであり，あま
りにはっきりとした軽率な態度は男性には似つ
かわしくないとされるからである。少女が自ら
身をひく理由はいつも正当なこととされるのに
対して，男性は決してそうはいかないのであ
る。」86〕こういうゲーテの発言の中に，罪の否
定し難い事実は認めながらも，罪はいったいど
こにあるのかについての理解にとまどいが見ら
れる。それ散に，ゲーテはこρ恋に先立って，
舞踏教師の娘との出来事を伏線としておかぎる
をえなかったのであり，それほどにこの恋の破
綻の原因には不明瞭なるものがあった。ゲーテ
が恋人の許にとどまることも考えられぬことで
はない。しかしそれはかえってお互いの情熱へ
の不誠実ではないだろうか，情熱が萎えた今と・
なっては，別れこそが自然ではないだろうか，
しかし，自然の流れに従うことがはたして罪な
のであろうか。少くともゲーテは自己に忠実で
はあった。しかし・それがフリーデリケヘの不
実となり，フリーデリケに忠実であることは自
己への不実となる。罪はいったいどこにあるの
か，このジレンマに回答を出せないままに，ゲ
ーテはフリーデリケの許を立ち去らざるをえな
かった。しかし，これによって決定的な悲劇的
な結末は回避しえたということも出来る。少く
とも『ファウスト」の「グレートヒェン悲劇」
のような悲劇は回避することができたというこ
とはできるであろう。しかし，そういう悲劇へ
の予感をゲーテはこの時にはっきりともつこと
になる。後年ゲーテはエッカーマン　（Joham
Peter眈kemann）に語っている，「もしわた
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しが自分の好きなように振る舞うことがあれ
ぱ，わたし自身はおろか，わたしの周囲の人々
をまでも破滅におとし入れるようなものが，わ
たし自身のなかにあったであろう」畠7〕と。痛切
なまでの歓喜にみちた情熱の嵐の中にフリーデ
リケをまきこみ，そのあげくに彼女をそこにお
きざりにせざるをえなかった心の痛みをこの
時，ゲーテははっきりともつことになる。しか
し，このフリーデリケとの別れを余りに大袈裟
にうけとることは，この二人の恋に相応しいこ
とではない。断腸の思いを残したとはいえ，そ
れは後年に至っても懐しく，いとおしく，美し
い恩い出として想起せざるをえない牧歌であっ
た。『野ばら』の詩の余韻こそがこの二人の恋
には相応しい。
　しかし，フリーデリケとの恋はその程度に終
ったとはいえ，ゲーテが人問の情熱というもの
の不可解さ，不透明さ，ゲーテ自身の中にある
衝動のその見通し難さに直面し，とまどい，自
らの方向性を見失った事は事実であった。ゲー
テがそれ迄に培ってきた教養の一切を否定し，
自らの生の原点として肯定し，自らの創造の原
点と認め，それによって青春を調歌せんとした
その情熱の方向性の見通し難さからくるとまど
い一rここに一挙に疾走するかにみえたゲー
テの歩みに一つの渋滞が見え始める。生の歓喜
をもたらす源泉とみえたゲーテの情熱に一つの
カ・げりがみえ始める。創造の源である筈の情熱
はまた破滅の源でもあるということをゲーテは
ここに初めて予感する。しかし傷を負ったとは
いえ，ゲーテはこのフリーデリケとの愛を通し
て覚醒せられた情熱を支えとして青春をつっば
しる。この情熱の中から疾風怒溝期ゲーテの諸
々の作晶が生み出される。その疾風怒濤期ゲ
ーテの悲劇，それを最も先鋭化された形で，
最も端的に形象化し，作晶化したのが，他な
　　　ウ　アらぬ『初稿ファウスト　（UffauSt）』の「グレ
ートヒェン悲劇（Gfetchen－Tragδdie）」であ
った。もっともフリーデリケ体験の形象化は
『ゲッツ．フォン’ベルリヒンゲン（Gδtz　von
Beflichingen）』或いは『クラヴィーゴ（Cla一
vigo）』において，ヴァイスリンゲン（Weislin－
gen）の，クラヴィーゴのそれぞれの恋人への
不実という形でなされてはいる。ゲーテは言
っている，「フリーデリケの身の上を考えて，
その心痛が私をたまらなくさせる時，私は古く
からの習慣に従って，この度も詩作に助けを求
めた。再び私はこれ迄の習慣になっている詩的
憧註悔　（die　hergebrachte　poetische　Beichte）
をつづけた。そして何とかこの自分を懲らしめ
る罪ほろぽしによって心の免罪を得ようと努め
た。．『ゲッツ・フォン・ベルリヒンゲン』と『ク
ラヴィーゴ』の二人のマリーとその恋人である
二人の不実な男はこのような後悔の念から生み
出されてきたものであった」88〕と。しかし，こ
の形象化は，ゲーテの自らへの断罪の意味をこ
めてのものであったとはいえ，そのゲーテの内
実からは程遠い。この2人の男の不実は，世の
栄達を得んがための打算にみちた男性の不実で
あって，これはゲーテの体験を嬢小化し，浅薄
化するものであって，フリーデリケ体験の悲劇
の真相をその内実にそって形象化したものとは
言い難い。フリーデりケ体験の重みはその悲劇
の不可避性とその罪の不透明性にこそある。フ
リーデリケの許にとどまることは，ゲーテの情
熱をもってしては不可能であり，たとえとどま
ったにせよ，その悲劇は避けえなかったであろ
う。自らを破滅から救い，一人の少女を捨てて
新たに自己の歩むべき道を修正し，新しい人生
を歩み始めるということが非難されるべき選択
なのであろ’うか。
　フリーデリケはしばしばゲ』テに楽しげ
に自分をとりまく「小さな世界（die　k1eine
Welt）」89）について語ったという。或いはフリ
ーデリケが好んで散歩する小道のペンチの一脚
には「フリーデリケの安らい（Friedrikens
Ruhe）」90）と書かれた板切れがかかげられてあ
ったという。そういうフリーデリケの「小さな
世界」をゲーテはかきみだし，「フリーデリケ
の安らい」に波風をたて，以後，フリーデリケ
の心には，かつての彼女の面目でもあったその
生の喜びの直接性が失われてしまったことは事
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実であろう。しカ・し，少くともファウストがグ
レートヒェンを破減させたように、完膚なきま
でにゲーテはフリーデリケを破滅させたわけで
はない。ゲーテは節度を保ち，決定的な破減の
一歩手前で，フリーデリケの許を立ち去ったと
いうことができるであろう。ゲーテとしては精
一杯，フリーデリケに対して誠実であったとい
うことができるであろう。しかし，罪は罪，不
実は不実であった。しかし，その罪の罪たる所
以はどこにあるのか。人生の寵児といわれるゲ
ーテが避けようとして避けえなかった悲劇の根
源はどこにあるのか。それに対してゲーテは直
接には答えることなく，フリーデリケ体験を先
鋭化して「グレートヒェン悲劇」という形で形
象化するにとどめる。
五結び一ゲーテのEnthusiasmus
　1コルフ・クリスティアン・ツィンマーマン
（Ro1f　Christian　Zimmermann）は若きゲーテ
の言動，作晶の源泉をEnthusiasmusに帰し
ている。このEnthusiasmusには「霊感，感
激，熱狂，悦惚，有頂点」等の訳語があてがわ
れ91），Enthusiastには「感激家，熱狂家，狂
信者」といった訳語があてがわれるが，しかし
これらの訳語をもってしては，Enthusiasmus
或いはEnthusiastの内容はとうてい推し測
ることはできない。ツィンマーマンはEnthu－
SiaSmuSをこう定義している，「完全なるもの
と無限なるものによって自らを充填すること
（sich　mit　dem　Vo1lkommenen　und　Unend－
1ichen　zu　erf刮1en）」92〕「神的なものの充実と
の一体化の中で自己を忘却し，自己を放下する
こと（seinSe1bst易uvergessen，esaufzuge－
ben　in　der　Vereinigung　mit　der　F廿11e　des
G6tt1ichen）」93〕「その個人的な存在をより高き
ものへの犠牲に供すること（sein　individue11es
Sein　dem　HOheren　zu　opfern）」94〕「感情の充
実，感情の至福，無限なるものの名伏しがたい
充実（die　Ge地h1ser地11u㎎，die　Gef廿h1sse－
1igkeit，die　mmen1ose　F刮1e　des　Unend1i一
chen）」95〕「躍動的な熱狂的な感情（ein　sch－
wungvo11es，mitfeiBendes　Ge地hI）」96〕「無限
なる充実と神的なものの完全性に満たされてあ
ること　（das　Er地11twerden　von　der　unend1i－
chen　F廿11e　und　Vo11kommenheit　des　G6tt1i－
chen）」97〕等々。このEnthusiasmusをゲーテ
はフリーデリケ・ブリオンとの愛を通して覚醒
する。フリーデリケの愛をえて，ゲーテはまさ
に自分の求めていた一切がここに与えられたの
ではないか，とまで言いきる。しかし・同時に
彼はこうも言う，「ところが，望んでいたもの
を手にした時，人は少しも幸せにはなってはい
ないのだ」98〕と。ここにEnthusiasmusの悲
劇がある。「彼のr夢』，r憧れていたもの』，
r希望せるもの』は正しくフリーデリケであり，
彼女を措いて他に求むる愛の対象があるべしと
も思われない気持は，ゲーテの深く信じていた
ところである。しかしてそのフリーデリケの心
は今悉く彼のものとなり，完全に彼女の愛を頷
有し得た時，彼の心はいつしか彼女から離れ
て，早くも他の或るものを求め始めるのであ
る。」99〕「フリーデリケは彼の魂の安息所であ
り，憧れの港であって，彼は常にそこに心のや
すらいを求め，そこへ帰る事を欲していなが
ら，そこに帰りついて魂の疲れが癒やされ，彼
の心が満ちたらわされるや，力強い内心から盛
り上って来る心の動きは，やがて又この愛の休
一冒、所から外洋の広さを求め，現在に静止する事
ができなくなる。」100〕「ゲーテがその意志に反
してフリーデリケとの永い愛の生活に入る事の
できなかった事は，この天才の内面的動揺の中
に宿命的な原因があったのである」101〕（筆者傍
点）と木村謹治氏は述べておられるが，この宿
命的な原因とはツインマーマンのいう　Enthu－
SiaSmuSにこそ帰せられるべきであり，ここ
にこそ，ゲーテの悲劇の一切の原因が考えられ
る。Enthusiasmusはこの世のものと思えぬほ
どの悦惚，熱狂，感激を求め，それ故に，常に
この世の限定を嫌い，その限定を踏み越こてい
く。しかしゲーテの矛盾はまさにヴェルター
（Werther）がそうであったように102〕，その愛
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が，感性豊かな人がつねにそうであるように，
この世的なものに基盤をおく愛であったといろ
ところにあり，「彼は大地に根ぜす人間として
瞬間の恵みを待望しているのである。」10a〕しか
るにこの世の恵みを通して瞬間の美酒が飲み尽
くされる時，この世のものはやがて生彩を失
い，それと共にこの世的なるものへの愛は収縮
の時を迎える。このEnthusiastの願望を名著
rゲーテ』の著者ホーエンシュタインほどに興
趣豊かに語ることは不可能であろう。ホーエン
シュタインは言う，「感情こそが一切なのだ！
彼が愛しつつ彼の『生を感ずる』ことを許され
ているということはまさに幸福にほかならぬ。
彼が彼の力の許す限り，感じつつみずからを拡
大し伸張し，『人間の限界』を，換言すれば彼
を狭く閉じこめている個体の限界を破砕し追い
散らしつつ自由を求めるということ，これがエ
ロスの活動の目標であり，これこそエロスにと
って占有獲得であり，充足実現である。胸の感
惰，いわば陶然と無限なるものを占有し，世界
を体験することに一切がある。……『それを幸
福，心情，愛，神と名づけようか。俺はそれに
名づくべき名を知らぬ。感情こそ一切だ，名前
はひぴき，霞，天の白熱をくもらすものに．すぎ
ぬ。j……」1ω「．こうした『至福なる憧憶』の求
むる最後の目標は肉体的な占有ではない，かか
る憧憶にとっては恋人は閾にすぎぬ，通賂にす
ぎぬ。彼女はゲーテの魂のなかの形而上的な一
契機，愛をつくりなすエロスの本質にほかなら
ぬ。なぜなら愛は個体の『死』，『人格』の死に
ほかならず，また愛は狭き胸の宇宙への拡大，
いわば世界の無限性への，もはやいかなる『遠
さ』をも『難し』とせざる参入を意味するから
だ。すなわち聖化である。感情の聖化，愛の死
と死の愛，愛の至福裡の死・エロスの満足裡に
死ぬr生けるもの』の『焼死』，新しき生成を
生み出すところのr死』，個体の障碍を押し破
り……こころの嘆きを鎮め，『どこにも向かわ
ず，しかも到るところ1こ向って』憧爆を走ら
せ，今や『幸福裡に死ぬ』ところの無限の感情
における自我の聖化……」105〕（筆者傍点），この
感情の聖化，自我の聖化こそがEnthusiastにと
っては全てであって，あとは閾にすぎぬ，通路
にすぎぬ，形而上的なプ契機にすぎぬとホーエ
ンシュタインは言う。恋人は無限へのエロスー
一（言い換えればEnthusiasmus）一を呼び
さます一契機にすぎない。その機能を果たし終
えた恋人はうち捨てられる。そこにEnthu－
siastの残酷がある。故にゲーテはEnthusiast
としてのファウストを「人非人（der　Unmen－
sch）」106〕「逃亡者（der　F1廿cht1i㎎）」107〕「宿な
し（dθr　Unbehauste）」108〕と呼ばざるをえな
い。定住する棲み家をもたぬ逃亡者，一En－
thusiastはかくて世に容れられぬ人非人でも
あるのだ。’Enthusiastとしてのゲーテがフリ
ーデリケの「小さな世界」に定住する人間であ
る筈はなく，ファウストも又，「グ」レー．トヒ土
ンの’r小さな清らかな部屋』（das，1K1eine
rein1iche　Zimmer“Gretchens）」109〕に安住し
うる人問である筈がない。
　Enthusiasmus一それは情熱の嵐であり，
それは拡張（Diastole）と収縮（Systo1e）の反
復する宇宙的な運動の一環である。それは必然
である。その嵐の中にたまたまフリーデリケが
まきこまれたにすぎない。しかし結果として一
人の少女を犠牲に供したこと，これは罪であ
る。しかしEnthusiastとしてそれは必然であ
る。しかし必然性（Notwendigkeit）が罪である
というのはどういうことか，矛盾ではないのか。
かくてツィンマーマンは言う，「この人間の条
件はすべての生ける人間を，すなわち行為する
人問を避け難く（mausweich1ich）罪へとひき
ずり込む。しかしまたすぺての罪の中には同時
にそのより深い無罪（seinetiefereUnschuld）
がある」1iω（筆者傍点）と。Enthusiasms一
それは情熱の嵐として人間を歓喜へと導くかに
みえて，それは同時に避け難く人間を破滅へ，
ひいては罪へとひきずり込む。しかし必然であ
るところに罪はあるのであろうか。ここに若き
ゲーテの突極のジレソマがあった。ホーエン
シュタインは言う，「エロスはしかしあくまで
も質料の，r人格』の，牢獄に閉じこめられ
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ている。空想裡の充足実現は，所詮，はかな
き瞬間の眺めにすぎぬ。やがては牢獄の四壁
に突き当たり，・突き戻されて，有限の感情に
帰らざるを得ないのである。有限なる形式へ
の衰弱・収縮は，無限への伸長の心然的なる
相関者であり，『愛』の疲懲のうちに現われ
る。それは道徳的な埼外に立つ不実，また限り
ある力の過張を放棄する常に必要な，宇宙的に
　　　　　　　　　　　　デイアヌト．レ必然的な断念，一いわば『拡張』に不可避的
　　　　　ジュストーレに継起する『収縮』にほかならぬ」111〕（筆者傍
点）と。ホーエンシュタインはこのエロスの収
縮を「道徳的な埼外に立つ不実」であるとして
いる。故にそれは悲劇であり，ゲーテのかかる
恋愛の悲劇を・ホーエンシュタインはまた「r永
遠の罪なき罪』の悲劇」1ωとも評している。或
いはギュンター・ミュラーもこれを「罪とせら
れる体験，すなわち不正な行為なくして罪と
せられる体験（die　Erfahru㎎des　Schu1dig－
wefdens；eines　Schuldigwerdens　ohne　Ume－
ChttunS）」113〕であるとしている。
　Enthusiasmusの閉鎖的な空間のうちにあっ
ては必然的に破壊へと人を導くものがあるとい
うことをフリーデリケヘのいわゆる罪なき罪を
通してゲー．テは予感せざるをえなかった。それ
は悲劇の予感。人間存在が究極においてかかえ
ている必然的な悲劇の予感。罪なくして罪とせ
られる人間にとっての不透明な悲劇の予感。し
かしそれは予感にとどまる。エロスの幸せな饗
宴，陶酔につつまれた何ケ月かの牧歌，ゲーテの
一生を通じてこんなにも至福につつまれ，予感
にみちた時は，このゼーゼンハイムでの何ケ月
かを措いて他にはない。しかし一人の少女の一
生を決定づけた思い出としてゲーテの心の奥深
　　　　　　　　　　　　ウ　アくに傷跡を残す。やがて『初稿ファウスト』の
「グレートヒェン悲劇」としてゲーテ的なもの
が結晶化され，先鋭化されていく過程で，En－
thusiasmusはその本来もっている真の形相を
あらわにしてい㍍その糸口をつくったのがこ
のフリーデリケ体験に他ならない。そこにこそ
若いゲーテにとってのフリーデリケ体験の究極
の意義があったというべきであろう。
　勿論，ゲーテのいわゆる「永遠に女性的なる
もの（das　Ewig－Weib1iche）」114〕との関連にお
いても，ファウストの救済との関連においても
ゲーテにとってのフリーデリケの存在の意義に
ついてはあらためて問われなければならないも
のがあろう。木村謹治氏の日く，「捨てられた
フリーデリケは，所謂幸福を得る事がで’きなか
ったが，その姿は浄化されて永くゲーテの芸術
創造の源泉において働く事をやめなかった」115〕
と。いわゆる蹟罪の女グレートヒェンの姿に，
捨てられたフリーデリケの姿が重なり合うとこ」
ろがあることは明白である。そこにフリーデリ
ケという存在のゲーテにとっての新たな意義が
認められるところであろうが，それについて問
うことは別の機会に譲り，本論考においては，
Enthusiastとしての若きゲーテにとってのフ
リーデリケ体験の意義を問うのにとどめておき
たい。
　　　　　　　　注
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